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一宮コンピテンシー サイエンスフィールドワーク（iCFW） 

 iCサイエンスフィールドワークは理数科1年生を対象とする科目で，一宮高校が独自に設けたものです。

フィールドワークというのは，実際に現地を訪れ，対象を直接観察したり，関係者に聞き取りをしたりする

調査方法を指します。 

理数科 1 年生は 7 月に蒜山高原に行き，2泊 3日の日程で野外活動を行います。津黒高原での里山観察，

神庭の滝で野生ニホンザルの観察，機器等を使った環境調査やトラップを使った昆虫の生育環境の調査など

を行います。 

1 学期の iCFW では，蒜山研修（サイエンスフィールドワーク）での体験を科学的な目で見ることができ

るようにするため，植物の生態調査の仕方や観察実習，水質検査の実習と検査結果の見方について，環境放

射線やニホンザルの生態・行動などについて学習します。 

 

 

 

 

 

 

 

2 学期は大学や企業，研究所を訪問し，関係者の方々に聞き取りを行う活動とその準備に取り組みます。 

 

 

 

4 月 

5 月 

タンポポ調査（タンポポ調査・西日本 2020） 

校内植物ウォッチング・環境測定機器の操作法 

6 月 パックテストを使った，身近な水辺の水質検査 

自然科学入門講座Ⅰ 

（岡山理科大学の先生による講義） 

環境放射線についての学習と機器を用いた測定 

７月 ニホンザルの生態・行動についての学習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


